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結 核 免 疫 に 関 す る 研 究

SC・C・ と血 漿7グ ロプ リン及 び赤 血 球

沈 降速 度 との 関係 に つい て

信州大学医学部戸塚内科教室(指 導 戸塚 忠政教授)

松 岡 正 俊

(昭和28年8月20日 受 付)

(本報告の要旨は第49回 日本内科学会総会において報告 した)

1緒 論

W£ight1)(1924)がAideCel1Culture法(以 下

S・C・C・と略す)を 案出して結核患者の血液中で結核菌

増殖が健康人血液申におけるよりも著しく阻止せられる

ことを認めて以来,こ の方面の研究多 く,実 験的には佐

藤2),Mess職3),伊 藤4),緒 方5)等,臨 床的には渋川6)の

報告があ り同様の結果を得ている。佐藤2)は 本血液結核

菌:増殖:阻止作用は他病源体を以って免疫処置をしたもの

てはあらわれず結核菌に対する特異的な作用であること

を明らかにしている。Wyightは 菌増殖阻止作用を白血

球の菌破壊作用に帰 しているが,伊 藤4)は 結核海狸の血

漿内培養で:増殖阻止作用が存 し,白 血球を混 じても影響

なく,増 殖阻止作用は血漿内に存 し白血球に

3～4週 間培養したものを用い,そ の10m9を1ご ¢の生

理的食塩水を以って瑠璃乳鉢申で磨砕懸濁せしめ,5分

間3000廻 転遠心沈澱せる上清菌浮游液を用に供する(浮

游液は標準硫酸バリウム比色液と同調ならしめる)◎一・白

金耳の菌液と患者血液0.50¢ を混和 しこれを滅菌裁物硝

子板上に2カ 所滴下し,別 の裁物硝子を以って被覆し,

パ ラフィンにて完封,37。Cに10日 間培養した後に取出

し,溶1血 ・滅菌 ・固定ならびに染色を行い鏡検する。成

績は集落の菌体が平均4個 以下のものを(±),集 落 の菌

体が平均5～10の ものを(+),平 均11～30の ものを(升),

平均31以 上 のものを(帯)で 記載 した◎随って(±～+)は

結核菌増殖阻止作用の強いもの,(十 ～帯)は 弱いものを

第1表 健康者の成績(15例)

関係がないことを認め,高 橋 ・芦村7)は 結核

海狸白血球によって貧唆せられた結核菌の増

殖は稽 ζ掬制せ られる程度で殆んど関係がな

い ことを示 し,宝来8)は 結核動物,結 核患者の

血漿内において結核菌の増殖が阻止せられる

ことを観察 して増殖阻止作用は血漿中に存す

ることを証明 している。血漿申に存 して結核

菌に対 して特異的な増殖阻止作用を示す物質

としてはまず免疫抗体様物質が予想せられる

が,多 くの抗体は電気泳動的にY一グpプ リン

に属することが知られているから,増 殖阻止

作用 と血漿蛋白分層殊に γ一グ とを比較考察

す ることは興味多いことと考えられる。なお

血液結核菌増殖阻止作用と赤」血球沈降速度 と

の関係は両者 ともに蛋白分層 と関係の深いも

のであり結核免疫研究に意義あるものと考え

られるから報告する◎

2実 験 方 法

健康 者15飼,肺 結核患者45例 の血液結核菌

増殖阻止作用をS。C・C。法により,蛋 白分層

は電気泳動法で測定 した◎

1)S・C・C・ 法:Wright民 法(1924)の 変法

により,、累代培養 した:Fr血kfurt株 結核菌
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示す｡

2)血 漿蛋白の測定 ・血漿蛋白濃度は採血量10ecに 対

して15%藤 酸 カリ液0・160宛 混 じて凝固を防ぎ日立蛋白

計を用いて測定 し,電 気泳動分屑は日立HT-A型 泳動

装置で電気泳蜘 究蝦 定 の方法(緩 鮪 嘉 職

po,:差N擁HP胴:・6)に より潰1定した・測定値

は下降脚からプラニメーター法で算出した｡

3)赤 血球沈降速度:WestergreR氏 法 により室温15｡C

～25｡Cに おいて測定 した｡

3実 験 成 績

健康者15例,肺 結核患者45例 のS｡C｡C｡成 績,血

漿蛋白,赤沈値及び臨床事項を第1表 及び第2表 に示す｡

1)健 康者の成績:S・C・C・ は15例 申(+)2例(13・3

%),(苔)8例(53.3%),(帯)5例(33.3%)で(十)少 な

く,大 部分(十)(帯)で ある｡ツ 反応陰性者,陽 性者に区

分して観察すると,陰 性者6例 中(升)2例,(帯)4例,

ツ反応陽牲者9例 中(十)2例,(升)6例,(帯)1例 で陽

性者の方が菌増殖抑制乃至阻止を示した症例が多いもの

の如 くで渋州6),緒 方 ・渋川g)の ツ反応陽性者の方が菌

増殖が阻止せられる傾向にあるとい う成績に一致する｡

ツ反応陰性者｡陽 牲者を通 じて健康者ではS,C・C・(±)

(+)は 少 なく,大 部分が(昔)(帯)で ある｡

健康者の血漿蛋白は血漿蛋白平均7.049/dl,ア ルブミ

ン(以 下アと略す)平 均3.971g/dl,α 一グロブリン(以

下 α一グ と略す)平 均O.5959/dl,β｡グ ロブリン(以 下

β一グ と略す)平 均O・7659/dl,フ ィブリノーゲン(以 下

フィと略す)O;S20g/dl,γ 一グロプリン(以 下Y一 グ と略

す)1・1839/dlで ある｡健 康者のY一グ は15例 中13例

の大多数が1.50g/de以 下で,1・51g/dl以 上 のものは2

例 で少なく,Y一グ の健康者正常値は略1.509ノdl以 下 と

認められる｡

2)結 核患者の成績:S.C.C.は45例 申(±)(十)17

x第3表

例(37.8%),(静)16例(35・6%),(帯)12例(26・7%)

で(±)(十)が 健 康 者 に比 較 して 多 く,菌 増殖 阻 止 の 強 い

も のが 多 い こ とを 示 す｡

血 漿 蛋 白は血 漿蛋 白平 均6.94g/dl,ア 平 均3.181g/dl,

α一〆平均O.745y/dl,β 一グ平 均O.856St/dl,フ ィ・平 均0・680

9/dl,Y一 グ平 均1.4704/dlで 健 康 者 に比 較 して血 漿 蛋 白

平 均,ア 平 均 低 く,α 一グ,β 一グ,ブ イ 艶 グ平 均 が 高 い｡

次 にS.C.C.と 蛋 白分 屑 との関 係 を検 討 す る｡S・C・C・

と ア,α 一グ,β 一グ,フ ィ濃 度 との 関 係 を第3表 に 示

す｡ア に就 い てS.C.C.(±)(+)群17例 の ア 濃 度 別 頻

度 は3・OOSt/dl以 下6例(35.3%),3・01～4・OOg/dl11例

(64・7%),(升)(帯)群28例 中3.∞g/dl以 下10例

(35｡7%),3.01～4.OOy/d弦16伊 莚(57.2タ6),4｡019/d♂ 以

上2例(7.1%)で 両 群 の 頻 度 に差 が な く,ア 濃 度 と菌

増 殖 阻 止 作 用 と の間 には 一 定 の 関 係 が 認 め られ な い｡同

様 に α一グ,β 一グ,フ ィ濃 度 と菌 増 殖 阻 止 作 用 との間 に

も一 定 の関 係 が 認 め られ な い｡S・C.C・ とY一 グ 濃 度 と

の関 係 を 第4表 に 示 す ◎ 菌増 殖 阻 止 作 用 別 に 観 る と(±)

(+)群17例 のY一 グ濃 度 別 頻 度 は1・50g/dl以 下3例

(17.6%)1.519ノdご 以 上14例(82・4%)で,(昔)(帯)群

28例 は1.509ノdl以 下22例(78・6%),1・519/dl以 上

6例(21.4%)で,(±)(+)群 は1・51g/(il以 上 の もの

が 多 く,(十)(帯)群 は1・509/(ll以 下 の もの が多 い◎Y一

グ濃 度 別 に 観 る とY一 グ1・50St/d9以 下 の も の25例 の

S.C.C.は(±)(十)3{列(12.0%),(著)12{列(48.0%),

(帯)10例(40・0%),Y一 グ1・519/dl以 上 の もの20例 の

S.C.C.尋 ま(±)(十)14B9蔭(70.O%),(十 ト)4{多錘(20｡0

%),(柵)2例(10.0%)で,Y一 グ1・509/dl以 下 の もの

に菌 増 殖 阻 止 作 用 の 強 い もの が 少 な く,Y一 グ1.51g/d9以

上 の もの に同 作 用 の強 い もの が 多 い｡Y一 ク、濃 度 が健 康者

の正 常 値 範 囲 で あ る1・509/dl以 下 の もの のS・c・c・2

健 康 者 のS・C・C・ とを比 較 す る と両 者 が よ く一 致 し,正

各蛋白分屑濃度と菌増殖阻止作用 との関係

ア㍉＼
楓

S.C.C.

ア ノレ ブ ミ ン

ー3.・ ・/3.・1-4.・ ・4.・1一 計

α グ ロ ブ リ ン

α 一グ

へ　S
.C.C.＼

± ・+(635
｡3%)}(64Y%) 17±,十

;1

:1{
(35}耀{(571S%) 1{(27.1%)28

帯

～0｡75 0｡76～1.00 1.01～ 計
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§}(5｡19%) §}(5｡ll%)
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・ フ イ
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第4表 γ一グ濃度と菌増殖阻止作用との関係

Y一 グ

S.C.C.

～1.00 1.01～1｡50
;1

.51～2｡002.01(・ ノ

}
03

±,十 一 ノ
3(17.6%)

122
-

14(82.4%)

帯

計

111

46
、嘲一一一一 一!

22(78.6%)

520
-

25

22

11
しコら　

6(21.4%)

155
-

20

計

17

28

45

9/d9

常値範囲を越える1・519/fll以 上のものには菌増殖阻止

作用が強いものが遙かに多い｡Y一 グの上昇と菌増殖阻止

作用が平行することは西谷｡浅 野憩)が 結核患者で血清

Y一グの多いもの程血清申の結核菌増殖阻止作用があらわ

れることを認めたのに一致する成績である｡

S.c,cと 赤沈1時 間値との関係を第5表 に示す｡(±)

(+)群17例 中50mm以 下8例(47.1%),51mm以 上

9例(52・9%),(升)(帯)群27伊 纏中50mm以 下19例

第5表 菌増殖阻止作用と赤血球沈降速度

γ一グ1.51q/dl以 上のもの2C例 中S・C・C・(±)(+)14

壱列(70｡0%),(斗 卜)4歪列(20.0%),(帯)2{列(10.0タ6)

で前群に比較して菌増殖阻止作用の強い症例が多 く,γ一

グ濃度と菌増殖阻止作用には密接な関係があることが観

察せられ,Y一 グ濃度が1.509ノdl以 下の健康老正常値範

囲内にある結核患者のS、C.C.の 成績と健康者のそれが

一致し
,正 常値範囲を越える1・51gノal以 上 のものに菌

増殖阻止作用が強いものが遙かに多いことから,結 核炎

症が存在 してもY一グの増量がなく健康者正常値範囲にあ

る場合には菌増殖阻止作用が増強せず,γ 一グが健康者正

常値範囲以上に増量する場合菌増殖阻止作用が増強する

と考えられ,菌 増殖阻止作用を呈する物質は γ一グ 中に生

成せられると推定することが出来る｡多 くの坑体は∵・グ

中に存することが明らかにせられてお り,沖 中U)は 結

核患者のY一グ 中に結核菌に特異的に吸着せられる成分

の存在することを報告 し,西 谷 ・浅野12)は 結核動物(モ

ルモツ ト・肉羊 ・ウサギ)i血 清の硫酸曹達分屑中15%飽

和分屑(Y一 グに相当)が 菌増殖阻止作用があることを観

て同分屑中に菌増麺阻止物質の存在するこ

S.C.C. 例数
赤 沈(1時 間 値,ηMlノ

一25
,26・-5・51～7S1!lvlooi・ ・1～

26

ま1,+17"'-e一 ノ

8(47.1タi)

幕 彪}27隅 茎1

、繭%)

324
　
9(52.9%)

211
4
ま　
8(29.6%)

平副薇

62.7

34｡9

1219

1001

検 定

t=

2.73

差 有 意

(0｡01)

(70.4%),51mm以 上8例(29・6%)で(±)(+)群 の

方 が赤 沈 値 の 高 い もの が多 い｡平 均 値 は(±)(+)群62・7

ηη〃,(升)(帯)群34.9mmで(±)(+)群 の方 が 高 い｡

(±)(+)群 と(昔)(帯)群 の蛋 白分 屑 を比 較 観 察 す る

と(±)(十)群 ア平 均3.e899/dl,α 一グ平 均0・7879/dl,

β・・一グ平 均o.9c49/dl,ブ イ平igo・720y/dl,Y一 グ平 均1・701

9/dlで,(升)(帯)群 ア平 均3.2159/dl,α 一グ平 均0・725

9/dl,β 一グ平 均O.8269/dl,フ ィ平均O｡660y/dl,Y一 グ平

均1.3369/dlで(±)(+)群 の 方 が ア平 均 低 く,α 一グ,

β一グ,ブ イ 平均 高 く,Y一 グ平 均 が著 明 に高 い｡

4総 括 並 び に 考 按

結 核 患 者 のS.C.C・ の 成 績 は健 康者 に比 較 す る とS・C・C・

(±)(+)が 多 く菌 増 殖 阻 止 作 用 の強 い 症 例 が多 い｡本

増 殖 阻 止 作 用 は先 に述 べ た如 く繋 結 核 菌 に対 して特 異 的

で且 つ血 漿 中 に あ る こ とが 明 らか にせ られ て い る か らそ

の本 態 は抗 体 様 物 質 で あ る と予 想 せ られ るが,結 核 患 者

のS.C.C.成 績 と蛋 白分 屑 濃 度 を比 較 す る と,菌 増 殖 阻

止 作 用 とア,α 一グ,β 一グ,フ ィ濃 度 と の間 に は一 定 の関

係 が な く,Y一 グ と の関 係 はY一 グ1・509/dl以 下 の もの25

例 中S.C・C・(士)(+)3例(12・0%)・(升)12例(48・0

%),(帯)10例(40・0%)で 健 康 者 の成 績 と一 致 し,

とを認めているが諸成績を対比観察すると

興味がある｡然 し結核患者のY一グ 中の如

何なる成分が菌増殖阻止作用に与るかの確

実な証明は今後の研究に侯たなければなら

ない｡

S・C・C・と赤沈との関係に就いて考察する

と,(士)(十)群 が(升)(帯)群 に比較 し

て赤沈値高いものが多 く,平 均値も高い｡

両群の蛋白分屑は前に述べた如 く,(±)(十)が ア平均

低 く,¢一グ,β一グ,フ ィ平均高 く,γ 一グ 平均著明に高

い◎赤沈値に影響を及繧す因子 と して は血漿蛋白の変

化 ・赤血球数 ・大きさ・形 ・比重 ・血漿粘稠度 ・水 ・瓦

斯含量 等多 くのものがあるがFrimbαger13)14)1ま 赤沈

値に影響を及ぼす3主 要要因として赤血球数 ・血漿膠質

状態及び赤血球に附著 して存するBallungsfaktorを 挙

げこの内細胞的要因の影響は白血病 ・悪性貧血｡溶 血性

貧血等の血液疾患の時見られるが一般 には血漿膠質のそ

れより遙かに少ないとしている｡加 藤15)は 肺結核患者

の赤沈値 とアとの閤に逆相関,Y一グ との間に順相関を認

め,吉 沢16)は 赤沈中等値とアに有意の逆相関,総 グロ

プリン,フ ィ,γ 一グ と有意の順相関,Y一 グ,β一グ も赤

沈値を対数変換 して相関を求めると有意な相関を否竃し

得ないとし赤沈はこれと有意な相関を示す血漿蛋白分劃

濃度の種々な組合せによつて決定されるものと推定し,

著者17)は 赤沈値の蛋白分屑に対する回帰式を算出し統

計的検定の結果,α 一グ,Y一 グは赤沈促進的にアは前二者

より促進度が弱いか若 しくは遅延的な因子てあることを

観ている｡よ つて(士)(十)群 と(朴)(借)群 の蛋白分

屑の差異が両群の赤沈値差の原因の一つとなつていると

一一一11-一
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考 えられるが,Frimbergerに よれば血漿膠質状態が赤

就値に最も大きい影響を及ぼすものであるか ら,(士)

(+)群 が(苔)(帯)群 より赤沈値の高いのは蛋白分屑の

濃度差によりその原因の大部分が説明 せ られ ると思わ

れる｡

5結 論

健康者15例,肺 結核患者45例 についてS.C.C.に

よ り血液の結核菌(Frtmkfurt株)増 殖阻止作用を測定

t'血 漿蛋白電気泳動分屑及び赤血球沈降速度(1時 間

値)と の関係を観察 して次の結果を得た｡

1)健 康者15例 中S.C｡C｡(十)の もの2例(13｡3%),

(昔)8例(53.3%),(帯)5例(33.3%),結 核患者45

例 中S・C・C・(±)(十)の もの17例(37.8%),(朴)16

例(35.6%),(帯)12例(26｡7%)で,結 核患者は健

康者に比 して血液の結核菌増殖阻止作用が強い ものが多

い0

2)増 殖阻止作用 とア,α 一グ,β一グ,ブ イ濃度の大小

との間には一定の関係がない｡

3)増 殖阻止作用 と γ一グ との関係はY一グ1.509/dt以

下 のもの25例 中S.C｡C.(升)～(帯)の もの22例(88.0

%),(±)～(十)の もの3例(12.0%),Y一 グ1.51g/dl

以上 のもの20例 中(苔)～(帯)6例(30.0%),(±)～

(+)14劒(70・0%)でY一 グ の高いものにおいて菌増

殖阻止作用が強い症例が多い｡

4)Y一 グ 濃度が正常値域すなわち1・509/dl以 下の値

を示す結核患者のS・C・C・の成績は健康者のそれによく

・一致 し,結 核菌増殖阻止作用は弱い｡

5)血 液 の結核菌増殖阻止作用と赤血球沈降速度との

関係はS・C・C・(±)(+)群17例 中赤沈1時 間値50mm以

ド8劔(47.1%),51mm以 上9例(52.9%),平 均62.7

mm,(昔)(冊)群27例 中50mm以 下19例(70.4%)ti

51mm以 上8例(29・6%),平 均34・9mmで 菌増殖阻止

作用の強いものが赤沈値が高い◎

蛋白分屑はS・C・C・(±)(+)群 は(升)(帯)群 に比

してア平均低 く,α一グ,β一グ,ブ イ平均高 く,Y一グ平均

著明葬高 く,赤 沈値差の原因の大部分が蛋白分屑の差異

によつて説明せられる｡

総 に懇篤な御指導を賜つた恩師戸塚教授に深甚の謝意

を表 します｡
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